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過去1年以内に3項日以上が同時に1カ月以上続くか､
繰り返し出る場合に疑いあり

飲酒への強い欲望や強迫感

節酒かできない

禁酒や滅酒するとふるえや発汗などの離脱症状が出る

端紺めいてい摘果を得るために廠満塁が鹿えている
か､同じ室でも酔えない

m琴野撃轡=)7撃墜部野草撃撃墜準以軍学琴琴撃襲撃

琶準撃墜､撃墜的華甲撃準準て鞍墜箪準撃墜早
ア飽コ-飽`薬機関達障害の診断･冶寮霊オドライニ〆や厚労等資料などから

服関して飲酒すると､激しい吐き

案などの不快感がある,I,この経

験により飲酒を避けるように浸す

i･重い心笹等､軒曝書､腎障害

が姦畢
･重い呼吸器の病気が香る

･アルコールを含む医薬

化粧品､食品を憧屑中

成分に対して過敏症
がある

腎障害が義る葦
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